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5月11日～ 6月12日

衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
協
議
会
に 

水
谷
・
網
走
市
長
が
出
席

　

５
月
12
日
、
衆
議
院
選
挙
制
度
に
関
す
る
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
選
挙
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
地
方

三
団
体
の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
地
方

創
生
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
の
水
谷
・
網
走
市
長

が
出
席
し
、
地
域
の
声
が
国
政
に
確
実
に
反
映
さ
れ

る
選
挙
制
度
、
選
挙
事
務
の
負
担
軽
減
や
効
率
化
、

参
議
院
選
挙
制
度
に
お
け
る
合
区
の
解
消
等
に
つ
い

て
、
意
見
陳
述
を
行
っ
た
。

［
行
政
部
］

「
第
５
回
社
会
保
障
国
民
会
議　
有
識
者
会
議
」

に
冨
田
・
可
児
市
長
が
出
席

　

５
月
15
日
、「
第
５
回
社
会
保
障
国
民
会
議　

有

識
者
会
議
」（
座
長
：
清
家
篤
氏
）が
開
催
さ
れ
、「
給

付
付
き
税
額
控
除
」
等
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

本
会
か
ら
都
市
税
制
調
査
委
員
会
委
員
長
の
冨
田
・

可
児
市
長
が
出
席
し
、
過
去
に
お
け
る
給
付
付
き
税

額
控
除
に
類
似
し
た
事
業
の
実
務
を
担
っ
て
き
た
経

験
や
都
市
自
治
体
に
お
け
る
行
政
運
営
の
実
情
等
を

踏
ま
え
て
、
給
付
付
き
税
額
控
除
に
係
る
制
度
の
執

行
等
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。�

［
財
政
部
］

全国市長会の 動き
全国市長会ホームページ
（https://www.mayors.or.jp/）
もご参照ください。
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地
域
未
来
戦
略
に
関
す
る
関
係
副
大
臣
等 

会
議（
第
３
回
）・
地
域
未
来
戦
略
に
関
す
る 

総
理
報
告
に
水
谷
・
網
走
市
長
が
出
席

　

５
月
18
日
、
地
域
未
来
戦
略
に
関
す
る
関
係
副
大

臣
等
会
議（
第
３
回
）・
地
域
未
来
戦
略
に
関
す
る
総

理
報
告
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
地
方
創
生
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
の
水
谷
・
網
走
市
長
が
出
席
し
、

「
地
域
未
来
戦
略
」の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
目
指

す
べ
き
成
果
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

　

水
谷
・
網
走
市
長
か
ら
は
、
①
地
場
産
業
な
ど
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
へ
の
支
援
の
追
加
、
財
政
措

置
の
創
設
の
検
討
な
ど
、
地
域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る

視
点
が
強
化
さ
れ
て
い
る
点
を
大
変
心
強
く
感
じ
て

い
る
、
②
一
方
で
、
従
来
の
地
方
創
生
の
取
組
に
よ

り
、
地
域
の
基
盤
を
着
実
に
築
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
、
新
た

な
政
策
も
地
域
に
定
着
し
、
持
続
的
な
発
展
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
る
、
③
地
域
未
来
戦
略
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
従
来
の
地
方
創
生
施
策
の
連
続
性
や
相

乗
効
果
を
十
分
に
意
識
し
、
持
続
性
・
実
効
性
の
観

点
か
ら
も
、
地
域
未
来
交
付
金
の
十
分
な
確
保
を
お

願
い
し
た
い
等
の
発
言
を
行
っ
た
。

［
行
政
部
］

「
令
和
８
年
度
地
域
脱
炭
素
に
関
す
る 

国
と
地
方
の
意
見
交
換
会（
第
１
回
）」に 

髙
橋
・
稲
城
市
長
が
出
席

　

５
月
18
日
、「
令
和
８
年
度
地
域
脱
炭
素
に
関
す

る
国
と
地
方
の
意
見
交
換
会
（
第
１
回
）」
が
開
催
さ

れ
、
本
会
か
ら
環
境
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
の
髙

橋
・
稲
城
市
長
が
出
席
し
、
地
域
脱
炭
素
推
進
に
係

る
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

髙
橋
・
稲
城
市
長
か
ら
は
、
①
地
域
脱
炭
素
推
進

交
付
金
に
つ
い
て
、
ⅰ
）
脱
炭
素
先
行
地
域
等
に
お

い
て
、
採
択
さ
れ
た
計
画
が
確
実
に
完
遂
で
き
る
よ

う
、
継
続
的
に
必
要
か
つ
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
推
進
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
自
治

体
に
対
し
て
、
技
術
的
な
支
援
等
を
講
じ
る
こ
と
、

ⅱ
）
地
域
脱
炭
素
の
更
な
る
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

当
該
交
付
金
に
限
ら
ず
、
柔
軟
で
使
い
勝
手
の
良
い

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、
②
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太

陽
電
池
に
つ
い
て
、
多
様
な
施
設
へ
の
早
期
導
入
に

向
け
、
実
証
実
験
や
水
平
展
開
、
技
術
的
留
意
点
の

整
理
、
導
入
支
援
な
ど
の
継
続
・
拡
充
を
図
る
と
と

も
に
、
国
内
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
、

③
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
つ
い
て
、
発
行
す
る
者

に
対
す
る
技
術
的
支
援
や
、
地
域
に
お
け
る
Ｊ

－

ク

レ
ジ
ッ
ト
発
行
の
余
地
に
関
す
る
分
析
支
援
を
行
う

こ
と
、
④
一
般
家
庭
や
中
小
企
業
へ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
電
力
導
入
の
促
進
に
つ
い
て
、
実
証
段
階

の
一
般
家
庭
等
に
お
け
る
再
エ
ネ
電
力
の
共
同
購
入

に
つ
い
て
、
補
助
も
含
め
、
取
組
の
継
続
を
図
る
こ

と
、
⑤
自
治
体
が
施
策
の
検
討
や
効
果
検
証
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
電
力
の
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
率
や
利
用

#3
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髙橋・稲城市長

発言する水谷・網走市長
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率
等
の
地
域
別
・
分
野
別
の
導
入
状
況
等
に
つ
い
て

簡
便
に
情
報
共
有
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
設
け
る

こ
と
等
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

［
経
済
部
］

「
第
６
回
社
会
保
障
国
民
会
議　
有
識
者
会
議
」

に
冨
田
・
可
児
市
長
が
出
席

　

５
月
19
日
、「
第
６
回
社
会
保
障
国
民
会
議　

有

識
者
会
議
」（
座
長
：
清
家
篤
氏
）が
開
催
さ
れ
、「
給

付
付
き
税
額
控
除
」
の
制
度
設
計
に
向
け
た
、
八
代

尚
宏
氏
・
日
本
商
工
会
議
所
・
日
本
労
働
組
合
総
連

合
会
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
本
会
か

ら
は
、
都
市
税
制
調
査
委
員
会
委
員
長
の
冨
田
・
可

児
市
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
。

［
財
政
部
］

「
第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
第
２
回
総
会
」に 

松
井
会
長
が
出
席

　

５
月
20
日
、「
第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
第
２
回

総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
委
員
の
松
井
会
長
が
出
席
し

た
。

　

同
総
会
で
は
、
中
野
・
総
務
大
臣
政
務
官
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
今
後
の
審
議
項
目
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
た
。

　

松
井
会
長
か
ら
は
、
①
社
会
経
済
情
勢
の
加
速
度

的
な
変
化
の
中
で
、
国
と
地
方
と
の
役
割
分
担
の
在

り
方
を
整
理
、
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
、
②
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
更
な
る

活
用
や
、
広
域
連
携
に
対
す
る
支
援
の
充
実
と
い
っ

た
観
点
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
あ
り
、
基
礎
自

治
体
優
先
の
原
則
等
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
国
が
幅

広
い
議
論
を
先
導
し
、
合
理
的
な
方
策
を
提
示
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
、
③
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
行

政
体
制
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
小
委
員
会
に

お
い
て
指
摘
の
あ
っ
た
項
目
を
中
心
に
検
討
・
議
論

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
本
会
と
し
て

も
、
都
市
自
治
体
の
意
見
の
把
握
・
整
理
も
行
い
な

が
ら
、
本
調
査
会
で
の
議
論
に
臨
ん
で
ま
い
り
た

い
、
④
大
都
市
地
域
に
お
け
る
行
政
体
制
が
、
各
都

市
自
治
体
に
お
け
る
住
民
福
祉
の
向
上
と
効
率
的
な

行
政
運
営
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
選
択
制
の

採
用
と
い
っ
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
議
論
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
等
の
発
言
を
行
っ
た
。［

行
政
部
］

副
会
長
の
野
田
・
東
大
阪
市
長
が
、 

厚
生
労
働
省
に
対
し
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
自
立
支
援
給
付
費
等
不
正
受
給
に 

係
る
国
庫
負
担
金
等
の
返
還
に
関
す
る
意
見
」

に
つ
い
て
要
請

　

５
月
20
日
、
副
会
長
の
野
田
・
東
大
阪
市
長
が
、

厚
生
労
働
省
の
野
村
・
障
害
保
健
福
祉
部
長
に
面
会

#5
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の
う
え
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
自
立
支

援
給
付
費
等
不
正
受
給
に
係
る
国
庫
負
担
金
等
の
返

還
に
関
す
る
意
見
」に
つ
い
て
要
請
。

　

同
意
見
で
は
、
事
業
者
の
不
正
受
給
に
係
る
市
町

村
の
国
庫
負
担
金
等
の
返
還
に
つ
い
て
、
市
町
村
が

徴
収
努
力
を
尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者

か
ら
の
国
庫
負
担
金
等
の
返
還
が
困
難
で
あ
る
場
合

に
は
、
市
町
村
か
ら
の
国
庫
負
担
金
等
の
返
還
義
務

を
免
除
す
る
な
ど
、
早
急
に
制
度
を
見
直
す
こ
と
に

つ
い
て
求
め
て
い
る
。

［
社
会
文
教
部
］

第
十
六
次
地
方
分
権
一
括
法
の
成
立
を
受
け
て

松
井
会
長
等
が
コ
メ
ン
ト
を
発
表

　

５
月
27
日
、「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
第
十
六
次
地
方
分
権
一
括

法
）
の
成
立
を
受
け
、
松
井
会
長
、
全
国
知
事
会
会

長
及
び
全
国
町
村
会
会
長
が
共
同
で
コ
メ
ン
ト
を
発

表
し
た
。

　

コ
メ
ン
ト
で
は
、
同
法
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団

体
等
か
ら
の
提
案
に
基
づ
く
も
の
で
、
地
方
分
権
改

革
の
着
実
な
推
進
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
関
係

者
の
尽
力
に
感
謝
す
る
と
し
、「
事
務
処
理
方
法
の

見
直
し
」、「
デ
ジ
タ
ル
化
」
及
び
「
地
域
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
等
」
が
重
点
募
集
テ
ー
マ

で
あ
る
本
年
の
提
案
募
集
に
お
い
て
も
、
実
現
す
る

方
向
で
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
地
方
分
権
改
革
に
つ
い
て
、
地

方
分
権
改
革
推
進
本
部
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
の

も
と
、
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
し
て
い
る
。

［
行
政
部
］

「
国
・
地
方
デ
ジ
タ
ル
共
通
基
盤
推
進
連
絡
協

議
会（
第
６
回
）」に
中
野
・
一
宮
市
長
が
出
席

　

６
月
８
日
、「
国
・
地
方
デ
ジ
タ
ル
共
通
基
盤
推

進
連
絡
協
議
会
（
第
６
回
）」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か

ら
中
野
・
一
宮
市
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
、
共

通
化
候
補（
令
和
７
年
度
選
定
分
）等
に
係
る
共
通
化

推
進
方
針
案
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

中
野
・
一
宮
市
長
か
ら
は
、
①
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る

行
政
改
革
に
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国

と
地
方
の
双
方
で
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
、
②
共
通
化
の
検
討
に
当
た
り
、

民
間
サ
ー
ビ
ス
に
触
れ
て
進
め
る
姿
勢
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
議
論
が
更
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
、
③
各
自
治
体
で
創
意
工
夫
し

て
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
む
中
、
以
前
の
標
準
化
（
ク
ラ

ウ
ド
化
）
の
時
の
よ
う
な
、
自
治
体
ご
と
に
先
行
し

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
後
に
国
が
制
度
化
し
負
担
が

増
大
し
た
、
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
Ａ

#8#9

野村・障害保健福祉部長（右）に要請
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Ｉ
の
導
入
・
活
用
に
向
け
て
、
制
度
所
管
省
庁
が
主

体
と
な
っ
て
Ｂ
Ｐ
Ｒ
も
含
め
て
踏
み
込
ん
だ
取
組
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
等
の
発
言
を
行
っ
た
。［

行
政
部
］

第
96
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）を 

開
催
し
、
当
面
す
る
重
要
課
題
７
件
の 

決
議
を
決
定
。
役
員
改
選
に
よ
り
、 

新
会
長
に
松
井
・
広
島
市
長
を
選
出

　

６
月
10
日
、
第
96
回
全
国
市
長
会
議（
通
常
総
会
）

を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
開
催
し
た
。

（
詳
細
は
本
号
巻
頭
の
「
第
96
回
全
国
市
長
会
議
」
を

参
照
）。

　

同
会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
は
、
決
定
し
た
７
件

の
決
議
の
実
現
方
に
つ
い
て
、
尾
﨑
・
内
閣
官
房
副

長
官
、
佐
藤
・
内
閣
官
房
副
長
官
、
露
木
・
内
閣
官

房
副
長
官
、
自
由
民
主
党
の
小
林
・
政
務
調
査
会
長
、

日
本
維
新
の
会
の
中
司
・
幹
事
長
、
高
見
亮
・
衆
議

院
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
面
談
の
う
え
要
請
し
た
。

　

な
お
、
６
月
９
日
に
は
、
第
96
回
全
国
市
長
会
議

（
通
常
総
会
）に
先
立
ち
総
会
運
営
委
員
会
等
を
開
催

し
、
同
会
議
の
運
営
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

［
企
画
調
整
室
］

尾﨑・官房副長官（右から3番目）、佐藤・官房副長官（右から2番目）、露木・官房
副長官（右から1番目）に要請

自由民主党の小林・政務調査会長（右から6番目）に要請

日本維新の会の中司・幹事長（右から5番目）、高見　亮・衆議院議員（右から4番目）に要請
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地域プロモーションの思考
行政を斜めから見ると地域がわかる

河井孝仁　編著

彩流社　定価 本体2,200円＋税

　本書は、シティプロモーションの専門家・河井孝仁氏に

よる、これまでにない実験的なまちづくり論である。元ア

イドルの梅本まどか氏と地方自治体の管理職も務めた経験

のある細田大造氏（総務省）とのトークをはじめ、社会福祉

士やITの専門家など、多様な立場の人々がそれぞれの経験

から「地域」について語り合っている。  

　編者の河井氏は、地域の担い手を「現役世代の健常男性」

と想定しがちな、従来のまちづくりの想像力の乏しさを鋭

く指摘する。誰もが自分を意味ある存在だと実感できる

「担いやすい地域」をいかに築くか。本書では、行政をモー

タースポーツのラリーにおける「コ・ドライバー（ナビゲー

ター）」になぞらえるなど、市民（ドライバー）との対話や環

境整備の重要性を説いている。  

　現場で真
し ん し

摯に行政の役割を考え、市民と向き合っている

自治体職員に勧めたい一冊である。


